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【模範解答例】 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                     （配点 ３点） 
 

 

【採点のポイント】 
  この問題は、問題中で与えられた測定値に対応するグラフを描く必要があります。このと
き、反応している物質 A の重さが 0.20g 以上のときは、発生する気体 B の体積が一定にな
っているので、グラフでもこの部分は一定になることに注意してください。 
これは「実験データをグラフにする」問題ですので、表に与えられた数値に対応する各点

に点を明確に打ち、点の間を直線で結ぶことが求められています。また、物質Aが 0g のと
き気体 B は発生せず、気体 B の体積は０cm３となることは明らかなので、原点と「物質 A
が 0.10g のときの測定値」を表す点の間も、直線で結ぶことが必要となります。 
答案の中で、原点と「物質 A が 0.10g のときの測定値」を表す点の間が結ばれていない

もの（グラフが原点を通っていないもの）は 1点減点し、2点としています。 
なお、受験生は定規を使わずにグラフを描いていることを考慮し、引いた線が格子点から

少しずれている場合について、減点はしていません。大きくずれている場合は不正解として
います。 
 

 
 
  

 


